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見て楽しい！知るともっと楽しい「かたち」と「ものがたり」！

夏休み企画展「かたちのいみ えがかれたものがたり」 開催のお知らせ

古い絵画や、やきものなどの美術工芸品を見たときに、「これはなんだろう？」、「どんな意味がある

のだろう？」、「どうして作品名がわかるのだろう？」と不思議に思うことはないでしょうか。

美術工芸品には、様々な動物や植物、または文学作品などを題材にして造形化された図像や意
ぞう けい か ず ぞう い

匠 、つまり「かたち」を確認することができます。今回の企画展では、「かたち」のもととなった題材を紹
しょう

介すると共に、「かたち」に託された題材のもつ特別な意味についてもふれます。あわせて、文学作品

や人物の逸話といった「ものがたり」を題材にした作品について絵画を中心に取り上げ、その内容を
いつ わ

特徴づけるための画面づくりや、人物の「かたち」についても注目します。

実物を見るだけでも楽しい美術工芸品。その「かたち」や「ものがたり」を知ることで、より観賞を楽し

んでいただければ幸いです。

【展示の構成】

Ⅰ かたちにこめられた願い Ⅱ なんのかたちかな？

Ⅲ ものがたりのかたちをえがく Ⅳ かたちは似ているが、ちがう人なんです

Ⅴ ふしぎな玉、宝珠のかたち
ほうじゅ

展示資料 全45件52点を予定（うち国宝2件・重要文化財２件・県指定文化財1件を含む。）

※すべての展示資料の写真撮影が、可能です。

夏休み企画展「かたちのいみ えがかれたものがたり」

【主 催】和歌山県立博物館

【会 期】令和3(2021)年７月17日(土)～８月22日(日) （ 33日間）

※ただし８月１日（日）は、「総文祭2021」関連行事開催に伴う会場内の密集を避けるため、

入館を制限する場合がございます。

【休館日】月曜日 ※ただし、８月２日（月）、および９日（月・祝）は開館とし、10日（火）を休館とする。

【会 場】和歌山県立博物館 企画展示室

（和歌山市吹上1-4-14〔和歌山城･南側〕、TEL.073-436-8670(代表)

【開館時間】９：30～１７：００（入館は閉館の30分前まで）

【入館料 】 一般280円（230円）・大学生170円（140円） （ ）内は20名以上の団体料金

※高校生以下・65歳以上・障害者の方、県内に在学中の外国人留学生（外国人就学生を含む）は無料

※毎月第一日曜日は無料（８月１日（日））

【学習教材】 ワークシート、ぬりえ等を会場およびHP上にて配布予定。

※会期中のイベントについては、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、中止します。



展示のみどころ

「どうしてこの絵がかかれたの？」

「鯉魚図」桑山玉 洲筆（和歌山県立博物館蔵）【展示番号１】
り ぎょ ず くわ やまぎょくしゅう

今にも泳ぎだしそうなリアルな鯉の絵。鯉は、 竜 門という中国の黄河上
こい りゅう もん こう が

流の急流を登りきった鯉のみが竜に姿を変えることができる登 竜 門の故
と う りゅう もん こ

事にちなみ、立身 出 世の 象 徴 として日本でも親しまれています。だれ
じ りっ しん しゅっ せ しょうちょう

もが知っている動物や植物。その中には、かつては特別な意味を象徴す

ることが広く認識され、このように絵画や工芸作品の題材によく取り上げ

られたものもあります。

「不思議なかたち、なんだろう？」

「偕楽園御庭塗 堆朱屈輪文料紙 硯 箱」 のうち硯箱
かい らく えん お にわぬり つい しゅ ぐ り もん りょう し すずりばこ

（和歌山県立博物館蔵）【展示番号１２】

全体に施される奇妙なうずまき模様は「屈輪文」といい、中国・
ぐ り もん

南宋時代に確立した「 彫 漆」という技法でつくられた 漆 工芸 品
なん そう ちょうしつ うるし こ う げいひん

の定番の意匠でした。本作は、中国の美術工芸品を好んだ紀伊

藩一〇代藩主・徳川治宝（一七七一～一八五二）がつくらせた、
と く がわはる とみ

偕楽園御庭塗の数少ない作例です。「彫漆」の中でも、朱 漆 を
しゅ うるし

主体に用いたものは、「堆朱」とよばれます。
ついしゅ

「どんなおはなしが描かれているのかな？」

「博雅三位図」岩瀬広隆筆（和歌山県立博物館蔵）
はく がの さん み ず いわ せ ひろたか

【展示番号２１】

博雅三位こと雅楽の名手の 源 博雅が、逢坂の関（現在
が がく みなもとのひろ まさ おう さか せき

の滋賀県大津市西部、京都府との境）に住む盲人の蝉丸の
せみ まる

奏でる琵琶の秘 曲 を聞きたいと熱望し、こっそりと通い続け
かな び わ ひ きょく

て３年の過ぎた 中 秋 の名 月の夜に、ついに念願の叶った
ちゅう しゅう めいげつ かな

様子を描いています。金泥と、鮮やかな顔 料 を用いた細密
きん でい がん りょう

な描写による美しい作品。作品を見ながら、スト－リーに由来
ゆ らい

する図像をお楽しみください。

見て、学んで楽しもう！！

夏休み企画展の学習教材として、展示をご覧いただいてから問

題を解く形式のワークシートを準備いたします。また、展示してい

るの絵画や工芸作品の模様を元につくった工作シートも用意しま

す。塗り絵や切り絵、プラパンの下絵など用途は自由！いずれも

県立博物館、およびホームページ上での配布を予定しています。

夏休みの課題や工作にもいかがでしょうか。

「偕楽園御庭塗 堆朱屈輪文 料紙 硯 箱」
かいらくえん お にわぬり ついしゅ ぐ り もん りょう し すずりばこ

のうち硯箱の模様

※広報画像をデジタルデータでご提供します。メールにてお問い合わせください。


